
 

船舶事故調査報告書 

平成３０年７月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成３０年１月２３日 １１時４０分ごろ 

発生場所 神奈川県横須賀市久里浜港の東京湾フェリー（株）１号桟橋  

 久里浜内防波堤灯台から真方位２５８°４４０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°１３.３′ 東経１３９°４２.９′） 

事故の概要  旅客フェリーしらはま丸は、着桟中の旅客フェリーかなや丸に横着

け作業中、かなや丸に衝突した。 

事故調査の経過 平成３０年２月１６日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 旅客フェリー かなや丸、３,５８０トン 

   １３３０９４、東京湾フェリー株式会社 

Ｂ 旅客フェリー しらはま丸、３,３５１トン 

１３１１１５、東京湾フェリー株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ、三級（航海） 

船長Ｂ、三級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 右舷中央部外板に擦過傷 

Ｂ 左舷中央部外板に凹損を伴う擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ５、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の中央期 

事故の経過  Ａ船は、船長ほか７人が乗り組み、東京湾フェリー（株）１号桟橋

に左舷着けしていたところ、その右舷中央部にＢ船の左舷中央部が衝

突した。 

 Ｂ船は、船長ほか７人が乗り組み、Ａ船の右舷側に左舷着けで横着

け作業中、右舷方から風を受ける状況下、行きあしがなくなった際、

右舷方から突風を受け、圧流されてＡ船に接近し、船長Ｂがバウスラ

スタを使用してＡ船との距離をとろうとしたものの、Ａ船に衝突し

た。 

分析  

 

 Ａ船は、左舷付けで着桟していたところ、Ｂ船が衝突したものと考

えられる。 

Ｂ船は、Ａ船の右舷側に横着け作業中、右舷方から風を受ける状況

下、風下となるＡ船への接近を続けたことから、行きあしがなくなっ

た際、右舷方から突風を受けて圧流され、バウスラスタを使用したも

のの、Ａ船に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、Ｂ船が、左舷付けで着桟していたＡ船の右舷側に横着け

作業中、右舷方から風を受ける状況下、風下となるＡ船への接近を続



 

けたため、行きあしがなくなった際、右舷方から突風を受けて圧流さ

れ、バウスラスタを使用したものの、Ａ船に衝突したものと考えられ

る。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・風圧面積の大きい船舶は、状況に応じて風下となる船舶への横着

け作業を中止することが望ましい。 

 


